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「
西
小
田
原
山
浄
瑠
璃
寺
ノ
図
」
に
つ
い
て 

 

丸 

尾 

佳 

二 

    

は
じ
め
に 

 

小
田
原
山
浄
瑠
璃
寺
は
、
南
山
城
の
東
南
端
、
奈
良
県
境
近
く
の
、
京
都
府
相

楽
郡
加
茂
町
大
字
西
小
小
字
札
場
四
○
番
地
に
あ
る
。
日
本
現
存
唯
一
の
九
体
阿

弥
陀
堂（

１
）

が
の
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
九
体
寺
」
と
も
称
さ
れ
る
古
刹
で
あ

る
。 

 

数
多
く
の
文
化
財
を

（
２
）

擁
す
る
浄
瑠
璃
寺
で
あ
る
が
、
そ
の
寺
号
が
人
口
に
膾
炙

し
た
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
十
八
年
（
一
九
四

三
）
妻
多
恵
と
と
も
に
こ
の
寺
を
訪
れ
た
堀
辰
雄
の
「
大
和
路
・
信
濃
路
」
中
の

一
編
「
浄
瑠
璃
寺
の
春
」

（
３
）

に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。
今
日
、
浄
瑠
璃
寺
や
、
近
く
の

岩
船
寺
、
鎌
倉
時
代
の
優
品
を
中
心
と
し
て
点
在
す
る
石
仏
群
で
知
ら
れ
る
「
当

尾
の
里
」

（
４
）

は
、
年
間
三
五
万
人
ほ
ど
が
訪
れ
る
観
光
地
と
も
な
っ
て
い
る
。 

 

浄
瑠
璃
寺
の
山
門
を
入
る
と
、
眼
前
に
宝
池
（
堂
前
池
）
が
せ
ま
る
。
池
の
中
央

に
は
中
島
が
あ
る
。
こ
の
宝
池
を
挟
ん
で
、
東
に
三
重
塔
が
西
面
し
、
西
に
本
堂

で
あ
る
九
体
阿
弥
陀
堂
が
東
面
す
る
と
い
う
、
藤
原
時
代
に
盛
行
し
た
浄
土
教
信

仰
の
伽
藍
配
置
を
の
こ
し
て
い
る
寺
院
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
こ
の
ほ
ど
発
見
さ
れ
、
同
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
「
西
小
田
原
山
浄
瑠

璃
寺
ノ
図
」
に
つ
い
て
、
そ
の
紹
介
を
兼
ね
て
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。 

 

一 

浄
瑠
璃
寺
略
史 

 

浄
瑠
璃
寺
一
帯
は
、
古
く
は
「
小
田
原
」
と
呼
称
さ
れ
た
南
都
に
程
近
い
別

業
・
別
所
地
帯
で
、
多
く
の
寺
庵
が
点
在
し
て
い
た
。
十
二
世
紀
半
ば
に
、
随
願

寺
（
現
在
、
廃
寺
）
を
中
心
と
す
る
「
東
小
田
原
」
、
浄
瑠
璃
寺
を
中
心
と
す
る

「
西
小
田
原
」
に
分
か
れ
た
。
ち
な
み
に
、
現
在
加
茂
町
当
尾
地
区
に
の
こ
る
大

字
名
「
東
小
上
」
「
東
小
下
」
「
西
小
」
は
、
「
東
小
田
原
」
「
西
小
田
原
」
の
そ
れ
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ぞ
れ
名
残
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）

ま
た
、
浄
瑠
璃
寺
の
山
号
「
小
田
原
山
」
は
、

「
西
小
田
原
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
浄
瑠
璃
寺
の
草
創
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
天
平
十
一
年

（
七
三
九
）
、
聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
、
僧
行
基
が
開
基
と
す
る
も
の
（
「
興
福
寺

官
務
牒
疏
」
）
や
、
天
元
年
間
（
九
七
八
〜
九
八
三
）
に
、
多
田
満
仲
が
創
建
し
た
と

す
る
も
の
（
『
雍
州
府
志
』
巻
之
五
寺
院
門
下
）
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
確
か
で

は
な
く
、
浄
瑠
璃
寺
の
歴
史
を
語
る
根
本
史
料
で
あ
る
「
浄
瑠
璃
寺
流
記
事
」

（
６
）

（
以
下
、
「
流
記
事
」
と
略
記
）
の
記
事
に
頼
る
ほ
か
な
い
。 

 

「
流
記
事
」
に
よ
れ
ば
、
長
和
二
年
（
一
○
一
三
）
に
東
小
田
原
寺
、
永
承
二
年

（
一
○
四
七
）
に
西
小
田
原
寺
が
建
立
さ
れ
た
と
あ
る
。
東
小
田
原
寺
は
随
願
寺
、

西
小
田
原
寺
は
浄
瑠
璃
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
西
小
田
原
寺
、
す
な
わ
ち

浄
瑠
璃
寺
は
、
義
明
上
人
を
本
願
に
、
阿
知
山
大
夫
重
頼
を
檀
那
と
し
て
創
建
さ

れ
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
流
記
事
」
の
「
当
山
建
立
年
記
事
」
の
書
出
に
は
、

「
先
本
堂
」
と
あ
る
よ
う
に
、
永
承
二
年
に
建
立
さ
れ
た
当
初
の
本
堂
は
、
わ
れ

わ
れ
が
今
日
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
九
体
阿
弥
陀
堂
で
は
な
い
。 

 

以
下
、「
流
記
事
」
に
よ
り
な
が
ら
、
浄
瑠
璃
寺
の
寺
観
が
整
備
さ
れ
て
ゆ
く
プ

ロ
セ
ス
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

 

嘉
承
二
年
（
一
一
○
七
）
に
、
当
時
の
本
尊
仏
薬
師
如
来
坐
像
を
西
堂
に
移
し
、

先
本
堂
を
壊
し
て
現
在
の
本
堂
で
あ
る
九
体
阿
弥
陀
堂
を
建
立
し
た
。
そ
し
て
、

久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
食
堂
と
釜
屋
が
で
き
、
久
安
六
年
に
は
、
関
白
藤
原
忠
通

の
子
で
、
興
福
寺
一
乗
院
門
跡
で
あ
っ
た
恵
信
が
、
苑
池
を
掘
り
、
庭
石
を
立
て

て
造
園
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
に
は
、
九
体
阿
弥
陀

堂
が
宝
池
の
西
岸
に
移
建
さ
れ
た
。
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
十
万
堂
（
↓
秘
密
荘

厳
院
↓
真
言
堂
）
の
上
棟
。
つ
づ
い
て
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
に
い
た
り
、
鐘

楼
造
立
、
京
都
の
一
条
大
宮
の
某
寺
か
ら
三
重
塔
が
移
築
さ
れ
て
、
現
在
の
浄
瑠

璃
寺
の
浄
土
教
信
仰
の
伽
藍
配
置
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
浄
瑠
璃
寺
の
寺
観
の
整
備
は
進
め
ら
れ
、
建
仁

三
年
（
一
二
○
三
）
、
楼
門
（
北
門
）
・
経
蔵
・
閼
伽
井
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
に
、

南
大
門
・
西
大
門
な
ど
が
造
営
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
そ
の
間
の
元
久
二
年

（
一
二
○
五
）
に
は
、
新
た
に
石
を
立
て
た
り
し
て
、
庭
園
の
修
補
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
。
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
に
、
護
摩
堂
が
造
ら
れ
る
。 

 

南
北
朝
時
代
に
は
、
三
重
塔
下
と
本
堂
正
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ
石
灯
籠
が
造
立
さ

れ
て
い
る
。 

 

「
流
記
事
」
は
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
「
浄
瑠
璃
寺

縁
起
」

（
７
）

に
は
、
そ
の
後
天
正
年
間
（
一
五
七
三
〜
九
二
）
に
寺
領
が
減
少
し
、
寺
が

衰
微
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

江
戸
時
代
初
頭
の
浄
瑠
璃
寺
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
寛
永
九
年
十
一
月
廿
三
日

付
「
山
城
国
浄
瑠
璃
寺
書
上
写
」

（
８
）

に
、 

 
 
｢

寛
永

（
端
裏
書
）

九
年
十
一
月
廿
三
日 

 
 
 

浄
瑠
璃
寺
」 

 
 

山
城
之
国
相
楽
郡 

 
 

西
小
田
原
山 

浄
瑠
璃
寺 

 
 

興
福
寺
之
末
寺
一
乗
院
様
御
持
也 

 
 

知
行
一
円
無
御
座
候
、
寺
数
拾
六
軒
計 

 
 

本
堂 
真
言
堂 

塔 

護
摩
堂 
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図１ 近世中期の浄瑠璃寺の寺観（『拾遺都名所図会』巻之四前朱雀より) 

 
 

鎮
守
両
社
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清
滝
権
現 

 

弁
才
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社
御
座
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鐘
楼
） 

念
仏
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鎮
守
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外
下
末
寺
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鎮
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寛
永
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霜
月
廿
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金
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興
福
寺 

 
 
 

興
福
寺 

と
あ
っ
て
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
時
点
で
、
本
堂
・
真
言
堂
・
三
重
塔
・
護
摩

堂
・
鎮
守
両
社
・
鐘
楼
・
念
仏
堂
・
楼
門
と
い
っ
た
堂
塔
や
、
子
院
一
六
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
堂
塔
が
い
つ
ご
ろ
な
く
な
っ
た
の

か
は
判
然
と
し
な
い
。
「
浄
瑠
璃
寺
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）

に
、
南
大
門
・
十
万
堂
・
経
蔵
・
西
大
門
・
僧
房
な
ど
を
焼
失
し
た
と
い
う
。 

と
あ
っ
て
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
時
点
で
、
本
堂
・
真
言
堂
・
三
重
塔
・
護
摩

堂
・
鎮
守
両
社
・
鐘
楼
・
念
仏
堂
・
楼
門
と
い
っ
た
堂
塔
や
、
子
院
一
六
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
堂
塔
が
い
つ
ご
ろ
な
く
な
っ
た
の

か
は
判
然
と
し
な
い
。
「
浄
瑠
璃
寺
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）

に
、
南
大
門
・
十
万
堂
・
経
蔵
・
西
大
門
・
僧
房
な
ど
を
焼
失
し
た
と
い
う
。 

  

二 

絵
図
の
伝
来
と
記
載
内
容 

二 

絵
図
の
伝
来
と
記
載
内
容 

 

江
戸
時
代
中
期
の
浄
瑠
璃
寺
の
寺
観
を
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
描
い
た
資
料
と
し
て
、

つ
と
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
が
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
拾

遺
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
前
朱
雀
の

（
９
）

挿
絵
（
図
１
）
で
あ
り
、
北
西
方
向
か
ら
の

鳥
瞰
図
で
あ
る
。 

 

江
戸
時
代
中
期
の
浄
瑠
璃
寺
の
寺
観
を
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
描
い
た
資
料
と
し
て
、

つ
と
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
が
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
拾

遺
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
前
朱

 

こ
こ
に
描
か
れ
た
浄
瑠
璃
寺
境
内
の
様
子
は
、
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

仔
細
に
み
て
み
る
と
、
今
は
そ
の
区
画
の
み
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
春
日
・
白
山
の

鎮
守
二
社
と
拝
殿
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
在
は
山
門
の
東
南
部
に
あ
る
鐘
楼
が
、

 

こ
こ
に
描
か
れ
た
浄
瑠
璃
寺
境
内
の
様
子
は
、
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

仔
細
に
み
て
み
る
と
、
今
は
そ
の
区
画
の
み
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
春
日
・
白
山
の

鎮
守
二
社
と
拝
殿
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
在
は
山
門
の
東
南
部
に
あ
る
鐘
楼
が
、

両
社
、
清
滝
権
現 

 

弁
才
天 

八
社
御
座
候 

 

撞
蔵

（
鐘
楼
） 

念
仏
堂 

柎
門 

東
明
寺 

付
本
堂 

塔 

鎮
守

西
明
寺 

付
本
堂 

鎮
守 

 
 

雀
の

（
９
）

挿
絵
（
図
１
）
で
あ
り
、
北
西
方
向
か
ら
の

鳥
瞰
図
で
あ
る
。 
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写

北
東
方
向
か
ら
俯
瞰
し
た
鳥
瞰
図
で
あ
り
、
受
贈
後
掛
幅
装
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
戦
前
期
に
浄
瑠
璃
寺
の
住
職
を
つ
と
め
、
の
ち
久
修
園
院
の
院
主
と
な

ら
れ
た
高
島
真
雄
氏
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（

） 

落
款
は
無
く
、
制
作
年
紀

の
記
載
が
無
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。 

 

宝
池
を
挟
ん
で
、
東
の
高
台
に
三
重
塔
、
西
岸
に
丈
六
堂(

本
堂) 

を
描
き
、 
当
時
は
本
堂
の
北
に
廊
伝
い
に
建
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
昭

和
五
十
・
五
十
一
年
度
に
実
施
さ
れ
た
名
勝
浄
瑠
璃
寺
庭
園
環
境
整
備
事
業

の
際
、
池
底
に
落
ち
た
三
枚
の
板
石
が
検
出
さ
れ
、
中
島
南
端
と
南
対
岸
の

間
に
架
か
っ
て
い
た
切
石
橋
が
復
原
さ
れ
た
が
、
様
式
手
法
か
ら
み
て
江
戸

時
代
前
期
ご
ろ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
切
石
橋
は

 
 

（

）

、
描
か
れ
て
い

な
い
。 

真１ 「西小田原山浄瑠璃寺ノ図」（浄瑠璃寺所蔵) 

 

『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
前
朱
雀
の
挿
絵
中
に
は
、
「
寺
中
」
と
注

記
さ
れ
た
土
塀
に
囲
繞
さ
れ
た
一
郭
が
あ
り
、
大
型
の
入
母
屋
造
茅
葺
の
建

物
・
小
型
で
寄
棟
造
茅
葺
の
建
物
・
茅
葺
の
小
舎
が
描
か
れ
て
い
る
。
建
物

の
方
位
な
ど
に
若
干
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
大
型
建
物
を
法
雲
院
本
坊
、
寄

棟
造
茅
葺
建
物
を
灌
頂
堂
、
寄
棟
造
瓦
葺
建
物
を
護
摩
堂
に
比
定
す
る
の
が

妥
当
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（

）

 
 

 

さ
て
、
こ
の
ほ
ど
真
言
律
宗
西
大
寺
の
前
管
長
で
、
久
修
園
院
（
大
阪
府

枚
方
市
楠
葉
中
之
芝
二
丁
目
）
の
院
主
を
つ
と
め
ら
れ
て
い
た
松
本
實
道
氏
の

遺
品
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
、
浄
瑠
璃
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
「
西
小
田
原
山
浄
瑠

璃
寺
ノ
図
」（
写
真
１
）
は
、
紙
本
著
色
、
縦
二
四
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
三
一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
二
つ
折
り
の
絵
図
で
、
浄
瑠
璃
寺
境
内
を
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図２ 浄瑠璃寺庭園実測図（整備後、『名勝浄瑠璃寺庭園環境整備事業報告書』より) 

三
重
塔
の
南
に
阿
伽
井
（
閼
伽
井
）
な
ど
、
丈
六
堂
の
南
に
春
日
・

白
山
の
鎮
守
社
が
み
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
鎮
守
社
の
社
殿
は
、
一
棟
し

か
描
か
れ
て
い
な
い
）
。
三
重
塔
下
の
石
灯
籠
は
見
出
せ
な
い
が
、
本

堂
正
面
に
は
、
石
灯
籠
と
、
現
在
も
池
辺
近
く
に
置
か
れ
て
い
る

永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
銘
の
石
鉢
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
宝
池

に
浮
か
ぶ
中
島
に
は
、
清
滝
祠
が
あ
り
、
そ
の
南
端
と
南
対
岸
の

間
に
は
、
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
前
朱
雀
の
挿
絵
が
書
き
落

と
し
て
い
た
切
石
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
丈
六
堂
の
背
後
に
は
墓

所
が
あ
り
、
画
面
右
奥
に
は
、
「
境
内
ヨ
リ
八
町
」
と
注
記
さ
れ
た

奥
院
が
み
え
る
。
鐘
楼
は
現
位
置
と
同
じ
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

あ
る
が
、
山
門
は
描
き
込
ま
れ
て
い
な
い
。 

伽
井
）
な
ど
、
丈
六
堂
の
南
に
春
日
・

白
山
の
鎮
守
社
が
み
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
鎮
守
社
の
社
殿
は
、
一
棟
し

か
描
か
れ
て
い
な
い
）
。
三
重
塔
下
の
石
灯
籠
は
見
出
せ
な
い
が
、
本

堂
正
面
に
は
、
石
灯
籠
と
、
現
在
も
池
辺
近
く
に
置
か
れ
て
い
る

永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
銘
の
石
鉢
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
宝
池

に
浮
か
ぶ
中
島
に
は
、
清
滝
祠
が
あ
り
、
そ
の
南
端
と
南
対
岸
の

間
に
は
、
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
前
朱
雀
の
挿
絵
が
書
き
落

と
し
て
い
た
切
石
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
丈
六
堂
の
背
後
に
は
墓

所
が
あ
り
、
画
面
右
奥
に
は
、
「
境
内
ヨ
リ
八
町
」
と
注
記
さ
れ
た

奥
院
が
み
え
る
。
鐘
楼
は
現
位
置
と
同
じ
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

あ
る
が
、
山
門
は
描
き
込
ま
れ
て
い
な
い
。 

 

『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
前
朱
雀
の
挿
絵
中
の
「
寺
中
」

に
対
応
す
る
一
郭
に
は
、
お
お
む
ね
東
か
ら
西
に
か
け
て
、
護
摩

堂
・
宝
蔵
・
客
殿
・
庫
裏
と
物
入
二
棟
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。 

 

『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
前
朱
雀
の
挿
絵
中
の
「
寺
中
」

に
対
応
す
る
一
郭
に
は
、
お
お
む
ね
東
か
ら
西
に
か
け
て
、
護
摩

堂
・
宝
蔵
・
客
殿
・
庫
裏
と
物
入
二
棟
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。 

 

本
図
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
北
出
島
か
ら
中
島
に
か
け
て
、
橋

脚
二
基
に
支
え
ら
れ
た
木
造
の
反
橋
が
架
か
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

勾
欄
を
つ
け
、
板
面
を
現
わ
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
土
橋
で
は

な
い
。
浄
瑠
璃
寺
庭
園
に
お
け
る
反
橋
に
関
し
て
は
、
先
述
の
名

勝
浄
瑠
璃
寺
庭
園
環
境
整
備
事
業
の
際
の
発
掘
調
査
で
も
、
そ
の

遺
構
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
も
寡
聞
に
て
承
知
し
て
い
な

い
構
造
物
で
も
あ
る
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

 

本
図
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
北
出
島
か
ら
中
島
に
か
け
て
、
橋

脚
二
基
に
支
え
ら
れ
た
木
造
の
反
橋
が
架
か
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

勾
欄
を
つ
け
、
板
面
を
現
わ
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
土
橋
で
は

な
い
。
浄
瑠
璃
寺
庭
園
に
お
け
る
反
橋
に
関
し
て
は
、
先
述
の
名

勝
浄
瑠
璃
寺
庭
園
環
境
整
備
事
業
の
際
の
発
掘
調
査
で
も
、
そ
の

遺
構
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
も
寡
聞
に
て
承
知
し
て
い
な

い
構
造
物
で
も
あ
る
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。 
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ち
な
み
に
、
浄
瑠
璃
寺
の
南
東
方
に
位
置
す
る
円
成
寺
庭
園
（
奈
良
県
奈
良
市
忍

辱
山
町
）
の
中
島
南
側
で
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
反
橋
の
橋
材
が
検
出
さ
れ
て
い

る
。

（

）

浄
瑠
璃
寺
庭
園
の
場
合
、
環
境
整
備
事
業
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
は
本
図
の

発
見
以
前
で
あ
り
、
北
出
島
と
中
島
の
間
に
は
ト
レ
ン
チ
が
入
れ
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
本
図
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
反
橋
で
結
ば
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
橋
杭

な
ど
が
そ
の
ま
ま
池
底
に
あ
る
可
能
性
も
の
こ
っ
て
い
る
（
む
ろ
ん
、
抜
き
取
り
も

あ
り
う
る
）
。 

 

と
こ
ろ
で
、
天
正
年
間
以
後
、
浄
瑠
璃
寺
が
衰
微
し
た
こ
と
は
前
に
み
た
と
お

り
だ
が
、
そ
の
古
刹
浄
瑠
璃
寺
に
お
い
て
、
伽
藍
の
復
興
と
維
持
の
活
動
が
活
発

に
な
る
の
は
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
で
あ
る
。 

 

な
か
で
も
、
顕
著
な
事
例
が
本
堂
（
九
体
阿
弥
陀
堂
）
の
屋
根
仕
様
の
変
更
で
あ

っ
た
。
桁
行
一
一
間
、
梁
間
四
間
の
浄
瑠
璃
寺
本
堂
は
、
実
は
も
と
は
三
重
塔
と

同
様
の
檜
皮
葺
の
屋
根
で
あ
っ
た
が
、
近
世
に
入
っ
て
そ
の
檜
皮
葺
屋
根
の
維
持

に
相
当
苦
し
み
、
つ
い
に
、
十
七
世
紀
後
半
の
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
、
屋
根
を

そ
れ
ま
で
の
檜
皮
葺
か
ら
、
寄
棟
の
本
瓦
葺
に
改
造
し
、

（

）

さ
ら
に
は
一
間
の
向
拝

が
付
加
さ
れ
て
、
現
在
の
姿
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
ほ
か
に
、
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
に
灌
頂
堂
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

に
は
仏
殿
が
、
そ
れ
ぞ
れ
建
立
さ
れ
た
。 

 

や
や
時
代
が
下
る
が
、
十
九
世
紀
初
頭
、
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
の
「
当
尾
郷

内
寺
社
明
細
記
写
」

（

）

で
は
、
浄
瑠
璃
寺
に
、
本
堂
・
三
重
宝
塔
・
鎮
守
二
社
・
同

拝
殿
・
泉
水
・
楼
門
・
清
滝
権
現
小
宮
・
石
塔
・
弁
才
天
女
社
・
奥
ノ
院
小
宮
、

境
内
に
は
法
雲
院
・
多
門
院
の
二
院
が
存
在
し
、
本
堂
（
法
雲
院
・
多
門
院
）
・
灌

頂
堂
・
護
摩
堂
・
持
仏
堂
が
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

三 

絵
図
の
制
作
年
代 

 

話
を
「
西
小
田
原
山
浄
瑠
璃
寺
ノ
図
」
に
戻
そ
う
。 

 

本
図
に
お
い
て
は
、
三
重
塔
や
春
日
・
白
山
の
鎮
守
社
と
、
丈
六
堂
（
本
堂
）

や
護
摩
堂
・
宝
蔵
・
客
殿
・
庫
裏
・
物
入
・
鐘
楼
の
屋
根
の
描
き
方
に
は
、
明
瞭

に
差
違
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
は
檜
皮
葺
建
物
で
あ
り
、
後
者
は

瓦
葺
建
物
と
み
な
す
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。 

 

丈
六
堂
（
本
堂
）
が
瓦
葺
建
物
と
し
て
描
か
れ
、
か
つ
向
拝
が
付
加
さ
れ
て
い

る
点
を
勘
案
す
る
と
、
本
図
の
制
作
年
代
は
、
少
な
く
と
も
寛
文
六
年
以
前
に
は

遡
り
え
な
い
こ
と
と
な
る
。 

 

一
方
、
制
作
年
代
の
下
限
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九

六
）
五
月
十
八
日
に
、
浄
瑠
璃
寺
の
兼
住
職
青
柳
義
範
代
理
律
師
丸
山
寳
舩
、
壇

中
惣
代
柳
澤
清
治
・
岡
本
嘉
十
郎
・
岩
倉
猶
松
・
廣
中
甚
四
郎
が
、
京
都
府
知
事

山
田
信
道
に
差
し
出
し
た
「
明
細
帳
」

（

）

に
は
、
建
物
と
し
て
本
堂
・
護
摩
堂
・
三

重
塔
・
鐘
楼
堂
・
清
滝
権
現
祠
・
鎮
守
祠
・
奥
ノ
院
ノ
滝
善
如
龍
王
祠
・
客
殿
・

庫
裏
・
宝
蔵
・
土
蔵
・
物
入
・
門
・
浴
室
を
挙
げ
、
鎮
守
祠
に
つ
い
て
「
建
物
大

破
ニ
及
ヒ
居
候
、
壱
間
四
面
ニ
再
興
セ
ン
ト
ス 

壱
ヶ
所
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

本
図
に
は
、
春
日
・
白
山
の
鎮
守
社
一
棟
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
制
作
年
代

の
下
限
は
、
明
治
二
十
九
年
ご
ろ
ま
で
と
み
て
よ
い
。 

 

し
た
が
っ
て
、
本
図
の
制
作
年
代
は
、
寛
文
六
年
か
ら
明
治
二
十
九
年
ご
ろ
ま
で

の
あ
い
だ
と
限
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
本
図
の
制
作
年
代
を
、
よ
り
確
定
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し
て
い
く
た
め
に
は
、
山
門
が
描
か
れ
て
い
な
い
点
や
、
護
摩
堂
の
存
続
時
期
な
ど

が
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
今
後
の
課
題
と
い
う
ほ
か
な
い
。 

 

お
わ
り
に 

 

以
上
、
新
出
の
「
西
小
田
原
山
浄
瑠
璃
寺
ノ
図
」
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
従

来
浄
瑠
璃
寺
の
寺
観
を
描
い
た
も
の
と
し
て
は
、
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
前

朱
雀
の
挿
絵
が
知
ら
れ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
年
未
詳
で
は
あ
る
が
、
新
出
の
本

図
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
お
け
る
浄
瑠
璃
寺
境
内
の
様
子
を
克
明
に
描
写
し
て
お

り
、
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
前
朱
雀
の
挿
絵
を
補
完
す
る
意
味
で
も
、
貴
重

な
絵
画
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

な
お
、
掛
幅
装
さ
れ
た
本
図
は
、
今
夏
か
ら
、
池
袋
西
武
百
貨
店
を
皮
切
り
に
、

全
国
を
巡
回
す
る
テ
レ
ビ
朝
日
・
朝
日
新
聞
社
主
催
の
∧
五
木
寛
之
の
「
百
寺
巡

礼
」
展
〜
奈
良
・
北
陸
・
京
都
編
〜
∨
に
出
陳
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

（
1
）
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
末
、
京
都
と
そ
の
周
辺
、
平
泉
、
鎌
倉
な
ど
に
、
三

○
棟
余
り
の
九
体
阿
弥
陀
堂
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
福
山
敏
男

「
九
体
阿
弥
陀
堂
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
古
寺
大
観
』
第
七
巻
海
住
山
寺
・
岩
船

寺
・
浄
瑠
璃
寺
付
録 

岩
波
書
店
・
一
九
七
八
）
参
照
。 

（
2
）
浄
瑠
璃
寺
庭
園
（
特
別
名
勝
・
史
跡
）
、
本
堂
一
棟
、
三
重
塔
一
基
、
木
造
阿
弥

陀
如
来
坐
像
九
軀
、
木
造
四
天
王
立
像
四
軀
（
以
上
、
国
宝
）
、
三
重
塔
初
重
壁
画

板
絵
著
色
十
六
羅
漢
像
一
六
面
、
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
〔
子
安
地
蔵
〕
一
軀
、
木

造
薬
師
如
来
坐
像
一
軀
、
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
〔
延
命
地
蔵
〕
一
軀
、
厨
子
入
木

造
吉
祥
天
立
像
一
軀
―
附
吉
祥
天
摺
仏
五
九
枚
、
革
製
厨
子
金
具
形
残
欠
八
片
―
、

木
造
馬
頭
観
音
立
像
一
軀
、
木
造
不
動
明
王
及
二
童
子
立
像
三
軀
、
石
灯
籠
二
基
、

浄
瑠
璃
寺
流
記
事
一
冊
―
附
浄
瑠
璃
寺
縁
起
一
巻
―
（
以
上
、
重
要
文
化
財
）
、
浄

瑠
璃
寺
奥
之
院
不
動
明
王
立
像
磨
崖
仏
一
軀
、
絵
仏
供
一
一
個
（
以
上
、
京
都
府

登
録
文
化
財
）
ほ
か
。 

（
3
）
初
出
時
の
題
名
は
「
浄
瑠
璃
寺
」
（
『
婦
人
公
論
』
二
八
―
七 

一
九
四
三
）
。 

（
4
）
「
当
尾
」
の
地
名
は
、
十
四
世
紀
末
の
明
徳
五
年
二
月
廿
八
日
付
「
豊
後
守
貞
頼

山
城
国
塔
尾
庄
并

原
三
庄
契
約
状
案
」
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
東
寺
百
合

文
書
／
『
大
日
本
史
料
』
第
七
編
之
一
）
に
、
「
塔
尾
」
と
み
え
る
の
が
初
見
で
あ

る
。 

（
5
）
芝
野
康
之
「
小
田
原
の
寺
々
」
（
加
茂
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
加
茂
町
史
』
第

一
巻
古
代
・
中
世
編 

加
茂
町
・
一
九
八
八
）
参
照
。 

（
6
）
加
茂
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
加
茂
町
史
』
第
四
巻
資
料
編
１ 

加
茂
町
・
一

九
九
七
ほ
か
。 

（
7
）
註
（
6
）
前
掲
書
。 

（
8
）
『
春
日
大
社
文
書
』
第
五
巻 

一
〇
七
二
号
。 

（
9
）
『
新
修
京
都
叢
書
』
第
七
巻
。 

（
10
）
庭
園
文
化
研
究
所
編
『
名
勝
浄
瑠
璃
寺
庭
園
環
境
整
備
事
業
報
告
書
』 

浄
瑠

璃
寺
・
一
九
七
七 

二
七
・
二
八
頁
。 

（
11
）
福
田
敏
朗
・
谷
直
樹
・
ス
タ
イ
ナ
ー
紀
美
子
「
寺
社
の
造
形
」
（
加
茂
町
史
編
さ

ん
委
員
会
編
『
加
茂
町
史
』
第
二
巻
近
世
編 

加
茂
町
・
一
九
九
一
） 

三
七

二
・
三
七
三
頁
。 

（
12
）
佐
伯
快
勝
浄
瑠
璃
寺
住
職
の
ご
教
示
に
よ
る
。 

（
13
）
庭
園
文
化
研
究
所
編
『
名
勝
円
成
寺
庭
園
環
境
整
備
事
業
報
告
書
』 

円
成

寺
・
一
九
七
七 

一
八
―
二
〇
・
二
九
頁
、
森
蘊
『
庭
園
』
〔
日
本
史
小
百
科
一

九
〕 

近
藤
出
版
社
・
一
九
八
四 

一
七
三
頁
。 

（
14
）
寛
文
六
年
三
月
吉
祥
日
付
本
堂
棟
札
（
京
都
府
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
編
『
国

宝
浄
瑠
璃
寺
本
堂
・
三
重
塔
修
理
工
事
報
告
書
』 

京
都
府
教
育
委
員
会
・
一
九

六
七
）
。 

（
15
）
岩
船
寺
所
蔵
、
註
（
6
）
前
掲
書
。 

（
16
）
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
相
楽
郡
役
所
文
書
明
治
二
十
九
年
「
古
社
寺
調
」
。

調
書
は
、
三
部
編
綴
さ
れ
て
お
り
、
平
面
図
と
絵
図
（
彩
色
）
が
添
付
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
絵
図
の
タ
ッ
チ
は
、
「
西
小
田
原
山
浄
瑠
璃
寺
ノ
図
」
と
は
異
な
る
。 

 
〔
付

〕 
記

 
資
料
原
本
調
査
に
つ
き
、
所
蔵
者
で
あ
る
浄
瑠
璃
寺
の
佐
伯
快
勝
住
職
・
佐
伯
功
勝

副
住
職
の
ご
高
配
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
資
料
写
真
撮
影
に
つ
き
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ

ァ
ー
中
淳
志
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。
記
し
て
、
謝
意
を
表
し
た
い
。 


